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(57)【要約】
【課題】　外部の撮影装置を使用して正確な画像補正デ
ータを生成し、キャリブレーションを正確に行うことを
可能とする。
【解決手段】　画像データ取得部３２は、チャートシー
ト１０１およびリファレンスチャート３の第１画像デー
タと白色シートの第２画像データを、それらを撮影した
外部の撮影装置２から取得する。シェーディング補正部
３４は、第２画像データに基づいてシェーディング補正
データを生成し、そのシェーディング補正データを使用
して第１画像データに対してシェーディング補正を行う
。射影変換部３５は、第１画像データに対して射影変換
を行う。そして、シェーディング補正および射影変換後
の第１画像データから、チャートシート１０１に印刷さ
れたテストチャート１１２、およびリファレンスチャー
ト３内の各パッチの色値を特定し、それらの色値に基づ
いて画像補正データを生成する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷装置の階調特性に対する画像の階調補正を行うための画像補正データを生成する画
像補正データ生成装置において、
　（ａ１）前記印刷装置によりテストチャートを印刷されたチャートシートおよび所定の
リファレンスチャートの画像データを、前記チャートシートおよび前記リファレンスチャ
ートを撮影した外部の撮影装置から取得するとともに、（ａ２）前記外部の撮影装置によ
り撮影された白色シートの画像データを前記外部の撮影装置から取得する画像データ取得
部と、
　（ｂ１）前記白色シートの画像データの画素値の分布に基づいてシェーディング補正デ
ータを生成し、（ｂ２）前記シェーディング補正データを使用して前記チャートシートお
よび前記リファレンスチャートの前記画像データに対してシェーディング補正を行うシェ
ーディング補正部と、
　前記チャートシート上のマーカーに基づいて前記画像データに対して射影変換を行う射
影変換部と、
　前記シェーディング補正および前記射影変換後の前記画像データから、前記テストチャ
ート内の各パッチの色値および前記リファレンスチャート内の各パッチの色値を特定する
色値特定部と、
　前記テストチャート内の各パッチの色値および前記リファレンスチャート内の各パッチ
の色値に基づいて画像補正データを生成する補正データ生成部と、
　を備えることを特徴とする画像補正データ生成装置。
【請求項２】
　前記補正データ生成部は、前記画像補正データとして、前記テストチャート内の各パッ
チの色値と前記リファレンスチャート内の各パッチの色値とから第１補正データを生成し
、前記リファレンスチャート内の各パッチの色値とその各パッチについての基準濃度とか
ら第２補正データを生成することを特徴とする請求項１記載の画像補正データ生成装置。
【請求項３】
　前記印刷装置に前記チャートシートを印刷させるチャートシート作成部をさらに備える
ことを特徴とする請求項１記載の画像補正データ生成装置。
【請求項４】
　前記チャートシートには、前記リファレンスチャートを配置させる位置を示す位置指定
画像が印刷され、
　前記色値特定部は、前記位置指定画像の位置に基づいて、前記リファレンスチャートの
画像の位置を特定すること、
　を特徴とする請求項１記載の画像補正データ生成装置。　
【請求項５】
　印刷装置の階調特性に対する画像の階調補正を行うための画像補正データをコンピュー
ターに生成させる画像補正データ生成プログラムにおいて、
　前記コンピューターを、　
　（ａ１）前記印刷装置によりテストチャートを印刷されたチャートシートおよび所定の
リファレンスチャートの画像データを、前記チャートシートおよび前記リファレンスチャ
ートを撮影した外部の撮影装置から取得するとともに、（ａ２）前記外部の撮影装置によ
り撮影された白色シートの画像データを前記外部の撮影装置から取得する画像データ取得
部、
　（ｂ１）前記白色シートの画像データの画素値の分布に基づいてシェーディング補正デ
ータを生成し、（ｂ２）前記シェーディング補正データを使用して前記チャートシートお
よび前記リファレンスチャートの前記画像データに対してシェーディング補正を行うシェ
ーディング補正部、
　前記チャートシート上のマーカーに基づいて前記画像データに対して射影変換を行う射
影変換部、
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　前記シェーディング補正および前記射影変換後の前記画像データから、前記テストチャ
ート内の各パッチの色値および前記リファレンスチャート内の各パッチの色値を特定する
色値特定部、並びに
　前記テストチャート内の各パッチの色値および前記リファレンスチャート内の各パッチ
の色値に基づいて画像補正データを生成する補正データ生成部
　として機能させることを特徴とする画像補正データ生成プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像補正データ生成装置および画像補正データ生成プログラムに関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　プリンター、複合機などの画像形成装置では、内部の印刷装置の階調特性に合わせて画
像データの階調を画像補正データに基づいてガンマ補正している。この印刷装置の階調特
性は経年変化するため、所定のタイミングでキャリブレーションを行い、この補正データ
を更新する。
【０００３】
　キャリブレーションの１つの方法（第１の方法）としては、トナー像が形成される像担
持体上に、濃度の異なる複数のテストパッチを含むテストチャートを形成し、そのパッチ
の濃度をセンサーで検出し、そのセンサーによる測定値から補正データを作成する方法が
ある。
【０００４】
　また、キャリブレーションの別の方法（第２の方法）としては、記録媒体にテストパッ
チを印刷し、スキャナーなどの読取装置を用いて、テストチャート内のテストパッチの色
値を測定し、その測定値から補正データを作成する方法がある。
【０００５】
　第２の方法では、記録媒体に印刷した色から補正データを作成するため、通常、第１の
方法より第２の方法のほうが、精度良くキャリブレーションを行うことができる。
【０００６】
　プリンターはスキャナーを内蔵していないため、通常、第１の方法でキャリブレーショ
ンを行っているが、デジタルカメラなどの外部の撮影装置で撮影した画像データに基づい
てキャリブレーションを行う技術が提案されている。
【０００７】
　ある装置（第１の装置）では、デジタルカメラなどの外部の撮影装置でテストチャート
およびリファレンスチャート（各パッチの濃度が既知であるチャート）を撮影した画像デ
ータから、テストチャートおよびリファレンスチャート内の各パッチのＲＧＢ値を特定し
、それらのＲＧＢ値に基づいて補正データ（補正式）を生成している（例えば特許文献１
参照）。
【０００８】
　また、別の装置（第２の装置）では、デジタルカメラなどの外部の撮影装置でテストチ
ャートとリファレンスチャートとを別々に撮影し、それらの画像データ間の差分を第１補
正値とし、リファレンスチャートの各パッチの測定濃度値と基準濃度値との差分を第２補
正値として、キャリブレーションを行っている（例えば特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００６－２２２５５２号公報
【特許文献２】特開２０１０－２２６５６２号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、上述の第１および第２の装置では、デジタルカメラなどの外部の撮影装
置によって撮影された画像データを使用するため、光源や環境光などの撮影条件に応じて
、撮影によって得られる画像データのＲＧＢ値が変化してしまう。そのため、キャリブレ
ーションを正確に行うことは困難である。
【００１１】
　本発明は、上記の問題に鑑みてなされたものであり、外部の撮影装置を使用して、正確
な補正データを生成し、キャリブレーションを正確に行うことを可能とする画像補正デー
タ生成装置および画像補正データ生成プログラムを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記の課題を解決するために、本発明では以下のようにした。
【００１３】
　本発明に係る画像補正データ生成装置は、印刷装置の階調特性に対する画像の階調補正
を行うための画像補正データを生成する画像補正データ生成装置であって、（ａ１）前記
印刷装置によりテストチャートを印刷されたチャートシートおよび所定のリファレンスチ
ャートの画像データを、前記チャートシートおよび前記リファレンスチャートを撮影した
外部の撮影装置から取得するとともに、（ａ２）前記外部の撮影装置により撮影された白
色シートの画像データを前記外部の撮影装置から取得する画像データ取得部と、（ｂ１）
前記白色シートの画像データの画素値の分布に基づいてシェーディング補正データを生成
し、（ｂ２）前記シェーディング補正データを使用して前記チャートシートおよび前記リ
ファレンスチャートの前記画像データに対してシェーディング補正を行うシェーディング
補正部と、前記チャートシート上のマーカーに基づいて前記画像データに対して射影変換
を行う射影変換部と、前記シェーディング補正および前記射影変換後の前記画像データか
ら、前記テストチャート内の各パッチの色値および前記リファレンスチャート内の各パッ
チの色値を特定する色値特定部と、前記テストチャート内の各パッチの色値および前記リ
ファレンスチャート内の各パッチの色値に基づいて画像補正データを生成する補正データ
生成部とを備える。
【００１４】
　本発明に係る画像補正データ生成プログラムは、印刷装置の階調特性に対する画像の階
調補正を行うための画像補正データをコンピューターに生成させる画像補正データ生成プ
ログラムであって、前記コンピューターを、　（ａ１）前記印刷装置によりテストチャー
トを印刷されたチャートシートおよび所定のリファレンスチャートの画像データを、前記
チャートシートおよび前記リファレンスチャートを撮影した外部の撮影装置から取得する
とともに、（ａ２）前記外部の撮影装置により撮影された白色シートの画像データを前記
外部の撮影装置から取得する画像データ取得部、（ｂ１）前記白色シートの画像データの
画素値の分布に基づいてシェーディング補正データを生成し、（ｂ２）前記シェーディン
グ補正データを使用して前記チャートシートおよび前記リファレンスチャートの前記画像
データに対してシェーディング補正を行うシェーディング補正部、前記チャートシート上
のマーカーに基づいて前記画像データに対して射影変換を行う射影変換部、前記シェーデ
ィング補正および前記射影変換後の前記画像データから、前記テストチャート内の各パッ
チの色値および前記リファレンスチャート内の各パッチの色値を特定する色値特定部、並
びに前記テストチャート内の各パッチの色値および前記リファレンスチャート内の各パッ
チの色値に基づいて画像補正データを生成する補正データ生成部として機能させる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、外部の撮影装置を使用して、正確な補正データを生成することができ
、キャリブレーションを正確に行うことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
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【００１６】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１に係る画像補正データ生成装置の構成を示すブロ
ック図である。
【図２】図２は、チャートシートおよびリファレンスチャートの一例を示す図である。
【図３】図３は、周辺光量の低下について説明する図である。
【図４】図４は、図１における射影変換部による射影変換について説明する図である。
【図５】図５は、図１における補正データ生成部によるシェーディング補正および射影変
換について説明するフローチャートである。
【図６】図６は、図１における補正データ生成部による画像補正データの生成について説
明するフローチャートである。
【図７】図７は、図１における補正データ生成部により得られるリファレンスチャートと
テストチャートの画素値の一例を示す図である。
【図８】図８は、Ｄ５０光源下でのＲＧＢ値とＸＹＺ値との間の変換式を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図に基づいて本発明の実施の形態を説明する。
【００１８】
実施の形態１．
【００１９】
　図１は、本発明の実施の形態１に係る画像補正データ生成装置の構成を示すブロック図
である。実施の形態１に係る画像補正データ生成装置は、画像形成装置である。
【００２０】
　この画像形成装置１は、印刷装置１１、インターフェイス１２、演算処理装置１３、お
よび記憶装置１４を備える。
【００２１】
　印刷装置１１は、階調補正後の画像データに基づく画像を印刷する内部装置である。こ
の実施の形態では、印刷装置１１は、所定の複数色（ここでは、シアン、マゼンタ、イエ
ロー、およびブロック、以下、ＣＭＹＫという）のトナーを使用して、電子写真方式で印
刷用紙へ画像を印刷する。
【００２２】
　インターフェイス１２は、無線または有線で外部の撮影装置２に接続され、撮影装置２
との間でデータ通信を行う回路である。インターフェイス１２としては、周辺機器インタ
ーフェイス、ネットワークインターフェイスなどが使用される。撮影装置２は、画像形成
装置１とは別個の装置であって、ユーザーによって携帯可能であって、ユーザー操作に基
づき被写体を撮影し被写体の画像データを生成する装置である。撮影装置２は、例えばデ
ジタルカメラである。
【００２３】
　演算処理装置１３は、ＡＳＩＣ（Application Specific Integrated Circuit）、コン
ピューターなどを有する。このコンピューターは、ＣＰＵ（Central Processing Unit）
、ＲＡＭ（Random Access Memory）、ＲＯＭ（Read Only Memory）などを有し、各種プロ
グラムをＲＡＭにロードし、ＣＰＵで実行することで、各種処理部を実現する。
【００２４】
　記憶装置１４は、階調補正（いわゆるガンマ補正）用の画像補正データを記憶する不揮
発性で書換可能な記憶装置である。記憶装置１４としては、フラッシュメモリーなどが使
用される。
【００２５】
　この演算処理装置１３では、画像補正部２１、および補正データ生成部２２が実現され
る。
【００２６】
　画像補正部２１は、記憶装置１４に記憶されている階調補正用の画像補正データを使用
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して、画像データの階調を補正する。この実施の形態では、ＲＧＢの画像データが、トナ
ー色（ＣＭＹＫ）の画像データへ色変換され、色変換後のＣＭＹＫの各色の画像データに
対して、その色の画像補正データで階調補正が行われる。つまり、印刷装置１１における
ＣＭＹＫ各色の印刷プロセスの階調特性に対応する画像補正データが使用される。
【００２７】
　なお、この実施の形態では、ＲＯＭ、記憶装置１４などに予め記憶されている画像補正
データ生成プログラムを実行することにより、補正データ生成部２２が実現される。
【００２８】
　補正データ生成部２２は、チャートシートを印刷装置１１に印刷させ、撮影装置２によ
り生成されるそのチャートシートおよびリファレンスチャート３の撮影画像の画像データ
から画像補正データを生成する。
【００２９】
　図２は、チャートシートおよびリファレンスチャートの一例を示す図である。
【００３０】
　図２に示すチャートシート１０１には、リファレンスチャート枠１１１、テストチャー
ト１１２、およびマーカー１１３が印刷されている。
【００３１】
　リファレンスチャート枠１１１は、チャートシート１０１の撮影時にリファレンスチャ
ート３を配置すべき位置を指定する位置指定画像である。
【００３２】
　テストチャート１１２は、トナー色（ＣＭＹＫ）のそれぞれについてのパッチ画像列１
１２Ｃ，１１２Ｍ，１１２Ｙ，１１２Ｋを有する。パッチ画像列１１２ｉ（ｉ＝Ｃ，Ｍ，
Ｙ，Ｋ）は、複数のパッチ画像を有し、複数のパッチ画像は、異なる複数の濃度設定値で
印刷される。テストチャート３内のパッチ画像は、リファレンスチャート３内のパッチ画
像にそれぞれ対応する。
【００３３】
　マーカー１１３は、撮影画像の射影変換に使用されるマーカーであって、チャートシー
ト１０１の四隅付近にそれぞれ、所定の形状およびパターンで印刷される。
【００３４】
　リファレンスチャート３は、トナー色（ＣＭＹＫ）のそれぞれについてのパッチ画像列
３Ｃ，３Ｍ，３Ｙ，３Ｋを印刷されたシートであり、パッチ画像列３ｉ（ｉ＝Ｃ，Ｍ，Ｙ
，Ｋ）は、異なる複数の所定濃度のパッチ画像を有する。各パッチ画像は、それぞれ所定
の正確な濃度で印刷されている。
【００３５】
　例えば、リファレンスチャート３では、１２．５％、２５％、３７．５％、５０％、６
２．５％、７５％、８７．５％、１００％の正確な濃度で８つのパッチ画像が印刷されて
おり、テストチャート１１２では、それらの濃度を指定してパッチ画像が印刷される。し
かし、その時点での印刷プロセスの状態に応じて、実際に印刷されるパッチ画像の濃度に
は誤差が生じるため、テストチャート１１２のパッチ画像の濃度は、リファレンスチャー
ト３のパッチ画像の濃度とは異なる。
【００３６】
　図１に戻り、補正データ生成部２２は、チャートシート作成部３１、画像データ取得部
３２、周辺光量補正部３３、シェーディング補正部３４、射影変換部３５、パッチ検出部
３６、ＲＧＢ値算出部３７、および補正データ算出部３８を有する。
【００３７】
　チャートシート作成部３１は、印刷装置１１にチャートシート１０１を印刷させる。チ
ャートシート１０１の画像データは、記憶装置１４などに予め記憶されている。
【００３８】
　ユーザーは、そのチャートシート１０１上にリファレンスチャート３を載置し、リファ
レンスチャート３およびチャートシート１０１を撮影装置２で撮影する。また、そのとき
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、ユーザーは、リファレンスチャート３およびチャートシート１０１の撮影条件と同一の
撮影条件（光源など）で、白色シート（全域が均一な白色の紙）を撮影装置２で撮影する
。
【００３９】
　画像データ取得部３２は、チャートシート１０１およびリファレンスチャート３の撮影
画像の画像データを、インターフェイス１２を使用して、撮影装置２から取得する。また
、画像データ取得部３２は、白色シートの撮影画像の画像データを撮影装置２から取得す
る。
【００４０】
　周辺光量補正部３３は、白色シートの画像データの画素値の分布を特定し、白色シート
の撮影画像の全域が均一な輝度になるように周辺光量を補正する。
【００４１】
　図３は、周辺光量の低下について説明する図である。例えば、点光源２０１から照射平
面２０２上への光による照度分布パターンは、図３に示すようになり、周辺光量が低下し
、照射平面２０２を撮影した場合の撮影画像の輝度は均一とはならない。
【００４２】
　シェーディング補正部３４は、周辺光量補正部３３による撮影画像内の各位置の画素に
ついての補正量から（つまり、白色シートの画像データの画素値の分布に基づいて）シェ
ーディング補正データを生成する。シェーディング補正データは、撮影画像におけるその
補正量の分布を示すデータである。なお、その補正量は、白色シートの撮影画像内の最大
輝度と各画素の輝度との比（または差）とされる。
【００４３】
　また、シェーディング補正部３４は、そのシェーディング補正データを使用して、チャ
ートシート１０１およびリファレンスチャート３の画像データに対してシェーディング補
正を行う。つまり、チャートシート１０１およびリファレンスチャート３の撮影画像の各
画素の輝度が、シェーディング補正データに基づいて補正される。
【００４４】
　射影変換部３５は、シェーディング補正後のチャートシート１０１の撮影画像内でマー
カー１１３の画像を探索し、撮影画像内の４つのマーカー１１３の位置に基づいて、チャ
ートシート１０１およびリファレンスチャート３の撮影画像（つまり、チャートシート１
０１およびリファレンスチャート３の画像データ）に対して射影変換を行う。
【００４５】
　図４は、図１における射影変換部３５による射影変換について説明する図である。図４
に示すように、式（１）および式（２）に示す射影変換によって、撮影画像内のチャート
シート１０１の画像３０１が、画像３０２のように正対した状態（つまり、チャートシー
ト１０１に相似の矩形状）に変換される。
【００４６】
　なお、式（１）におけるｘ’およびｙ’は、変換前のマーカー１１３の画像の位置であ
り、ｘおよびｙは、変換後のマーカー１１３の画像の位置であり、Ｈは、射影変換行列で
ある。４つのマーカー１１３に対して式（１）が成り立つので、式（２）に示す連立方程
式を解くことで、射影変換行列が得られる。そして、この射影変換行列の逆行列を算出し
、その射影変換行列の逆行列を撮影画像に適用することで、射影変換が行われる。
【００４７】
　パッチ検出部３６は、シェーディング補正および射影変換後の撮影画像において、テス
トチャート１１２の各パッチの位置およびリファレンスチャート３の各パッチの位置を特
定する。例えば、リファレンスチャート枠１１１およびマーカー１１３の位置などからテ
ストチャート１１２およびリファレンスチャート３の位置が特定され、テストチャート１
１２およびリファレンスチャート３内の各パッチの位置が特定される。
【００４８】
　ＲＧＢ値算出部３７は、パッチ検出部３６により特定された各パッチの位置に基づいて
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各パッチのＲＧＢ値を特定する。例えば、ＲＧＢ値算出部３７は、パッチの領域内のＲＧ
Ｂ値の平均値をそのパッチのＲＧＢ値とする。
【００４９】
　補正データ算出部３８は、ＲＧＢ値算出部３７により特定されたテストチャート１１２
内の各パッチのＲＧＢ値およびリファレンスチャート３内の各パッチのＲＧＢ値に基づい
て画像補正データを生成する。
【００５０】
　この実施の形態では、補正データ生成部３８は、画像補正データとして、テストチャー
ト１１２内の各パッチのＲＧＢ値とそれに対応するリファレンスチャート３内のパッチの
ＲＧＢ値とから第１補正データを生成し、リファレンスチャート３内の各パッチのＲＧＢ
値とそのパッチについての基準濃度とから第２補正データを生成する。
【００５１】
　つまり、第１補正データは、撮影環境下でのテストチャート１１２の色値とリファレン
スチャート３の色値との対応関係を示し、第２補正データは、撮影環境下でのリファレン
スチャート３の色値と基準濃度との対応関係を示している。したがって、第１補正データ
および第２補正データの両方を、印刷すべき画像の画像データに適用することで、基準濃
度に従った適切な色で画像が印刷される。
【００５２】
　このとき、ＣＭＹＫの各色について、第１補正データおよび第２補正データが生成され
る。
【００５３】
　次に、キャリブレーション時の上記画像形成装置の動作について説明する。
【００５４】
　まず、ユーザーは、画像形成装置１を操作して、チャートシート１０１を印刷装置１１
に印刷させる。次に、ユーザーは、チャートシート１０１のリファレンスチャート枠１１
１にリファレンスチャート３を置く。そして、その状態で、ユーザーは、撮影装置２を操
作して、リファレンスチャート３およびチャートシート１０１を撮影する。これにより、
リファレンスチャート３およびチャートシート１０１の撮影画像の画像データが、撮影装
置２内で生成され保存される。さらに、ユーザーは、リファレンスチャート３およびチャ
ートシート１０１を白色シートに交換し、同一環境光下で白色シートを撮影する。これに
より、白色シートの撮影画像の画像データが、撮影装置２内で生成され保存される。なお
、リファレンスチャート３およびチャートシート１０１と白色シートの撮影順番は、逆で
もよい。
【００５５】
　次に、ユーザーは、画像形成装置１を操作して、以下のように画像補正データを生成さ
せる。
【００５６】
　図５は、図１における補正データ生成部２２によるシェーディング補正および射影変換
について説明するフローチャートである。図６は、図１における補正データ生成部２２に
よる画像補正データの生成について説明するフローチャートである。
【００５７】
　まず、画像データ取得部３２は、白色シートの撮影画像の画像データを撮影装置２から
取得する（ステップＳ１）。
【００５８】
　次に、周辺光量補正部３３は、白色シートの撮影画像の全域が均一な輝度になるように
周辺光量を補正し（ステップＳ２）、シェーディング補正部３４は、周辺光量補正部３３
による撮影画像内の各位置の画素についての補正量からシェーディング補正データを生成
する（ステップＳ３）。
【００５９】
　また、画像データ取得部３２は、チャートシート１０１およびリファレンスチャート３
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の撮影画像の画像データを撮影装置２から取得する（ステップＳ４）。
【００６０】
　そして、シェーディング補正部３４は、そのシェーディング補正データを使用して、チ
ャートシート１０１およびリファレンスチャート３の画像データに対してシェーディング
補正を行う（ステップＳ５）。
【００６１】
　射影変換部３５は、シェーディング補正後のチャートシート１０１およびリファレンス
チャート３の撮影画像に対して射影変換を行う（ステップＳ６）。
【００６２】
　以上の処理により、撮影環境（光源、撮影角度など）に依存しないチャートシート１０
１およびリファレンスチャート３の撮影画像が得られる。
【００６３】
　次に、パッチ検出部３６は、シェーディング補正および射影変換後の撮影画像において
、テストチャート１１２の各パッチの位置およびリファレンスチャート３の各パッチの位
置を特定する（ステップＳ１１）。
【００６４】
　ＲＧＢ値算出部３７は、パッチ検出部３６により特定された各パッチの位置に基づいて
各パッチのＲＧＢ値を特定する（ステップＳ１２）。
【００６５】
　図７は、図１における補正データ生成部２２により得られるリファレンスチャートとテ
ストチャートの画素値の一例を示す図である。
【００６６】
　補正データ算出部３８は、テストチャート１１２内の各パッチのＲＧＢ値とリファレン
スチャート３内の各パッチのＲＧＢ値との差分から第１補正データを生成する（ステップ
Ｓ１３）。
【００６７】
　このとき、補正データ算出部３８は、各パッチに対応する濃度に対して、ＣＭＹＫの各
色についてのガンマ補正の入出力関係を特定し、各パッチに対応する濃度以外の濃度につ
いては、スプライン補間などで増点処理を行い、全濃度域（８ビットデータの場合、０～
２５５）についてのガンマ補正の入出力関係を特定する。
【００６８】
　また、補正データ算出部３８は、リファレンスチャート３内の各パッチのＲＧＢ値と、
その各パッチについての基準濃度との差分から第２補正データを生成する（ステップＳ１
４）。
【００６９】
　このとき、補正データ算出部３８は、例えば図８に示す式（３）に従って、リファレン
スチャート３の各パッチのＸＹＺ値をＲＧＢ値から求め、記憶装置１４に予め記憶されて
いる各パッチの基準濃度のＸＹＺ値と、リファレンスチャート３の各パッチのＸＹＺ値と
から、第２補正データを生成する。つまり、各パッチのＸＹＺ値が基準濃度のＸＹＺ値と
なるように、各パッチについてガンマ補正の入出力関係が特定される。なお、第２補正デ
ータについても、同様に増点処理によって、全濃度域についてのガンマ補正の入出力関係
が特定される。図８は、Ｄ５０光源下でのＲＧＢ値とＸＹＺ値との間の変換式を示す図で
ある。
【００７０】
　そして、補正データ算出部３８は、生成した第１および第２補正データを記憶装置１４
に記憶する（ステップＳ１５）。
【００７１】
　以上のように、上記実施の形態１によれば、画像データ取得部３２は、（ａ１）チャー
トシート１０１および所定のリファレンスチャート３の画像データを、チャートシート１
０１およびリファレンスチャート３を撮影した外部の撮影装置２から取得するとともに、
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（ａ２）撮影装置２により撮影された全域が白色である白色シートの画像データを撮影装
置２から取得する。シェーディング補正部３４は、（ｂ１）白色シートの画像データの画
素値の分布に基づいてシェーディング補正データを生成し、（ｂ２）シェーディング補正
データを使用してチャートシート１０１およびリファレンスチャート３の画像データに対
してシェーディング補正を行う。射影変換部３５は、チャートシート１０１上のマーカー
１１３に基づいてその画像データに対して射影変換を行う。
【００７２】
　そして、パッチ検出部３６およびＲＧＢ値算出部３７は、シェーディング補正および射
影変換後の画像データから、チャートシート１０１に印刷されたテストチャート１１２内
の各パッチの色値およびリファレンスチャート３内の各パッチの色値を特定し、補正デー
タ生成部３８は、テストチャート１１２内の各パッチの色値およびリファレンスチャート
３内の各パッチの色値に基づいて画像補正データを生成する。
【００７３】
　これにより、外部の撮影装置２を使用して、正確な補正データを生成し、その時点での
印刷装置の印刷特性に応じたキャリブレーションを正確に行うことが可能となる。
【００７４】
実施の形態２．
【００７５】
　実施の形態１では、補正データ生成部２２が画像形成装置１に存在するが、実施の形態
２では、補正データ生成部２２を実現するための補正データ生成プログラムが、画像形成
装置１とデータ通信可能なホスト装置（例えばパーソナルコンピューター）の記憶媒体に
インストールされ、補正データ生成部２２がそのホスト装置において実現される。
【００７６】
　そして、ホスト装置２２は、画像形成装置１にチャートシート１０１を印刷させ、撮影
装置２から撮影画像の画像データを取得して、実施の形態１と同様の画像補正データを生
成し、画像形成装置１に送信し、画像形成装置１の記憶装置１４に記憶させる。
【００７７】
　なお、実施の形態２では、画像形成装置１に補正データ生成部２２は特に必要ない。
【００７８】
　以上のように、上記実施の形態２によれば、画像形成装置１とは別の装置で画像補正デ
ータを生成し、画像形成装置１に導入することが可能である。
【００７９】
　なお、上述の各実施の形態は、本発明の好適な例であるが、本発明は、これらに限定さ
れるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、種々の変形、変更が可能で
ある。
【産業上の利用可能性】
【００８０】
　本発明は、例えば、プリンターなどの画像形成装置に適用可能である。
【符号の説明】
【００８１】
　１　画像形成装置（画像補正データ生成装置の一例）
　２　撮影装置
　３　リファレンスチャート
　１１　印刷装置
　３１　チャートシート作成部
　３２　画像データ取得部
　３４　シェーディング補正部
　３５　射影変換部
　３６　パッチ検出部（色値特定部の一例の一部）
　３７　ＲＧＢ値算出部（色値特定部の一例の一部）
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　３８　補正データ生成部
　１０１　チャートシート
　１１１　リファレンスチャート枠（位置指定画像の一例）
　１１２　テストチャート
　１１３　マーカー

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【図８】
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